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「口蹄疫被害に対するカンパ活動」の取り組み要請について
日頃の活動に対して敬意を表します。
さて、マスコミ等で報道されている通り、4月20日に宮崎県内で発生した口蹄疫については、5月18日に東国原知事が発した「非常事態宣言」以降も拡大傾向が続き、いまだ収束の目処がたっていません。

今後、フード連合に加盟している単組を含めて、畜産関係以外でも、雇用問題などの影響が幅広く出てくることが想定されます。
こうしたなかで、６月18日に開催したフード連合の「第８回中央執行委員会」では、関連する業種別部会・単組とも連携してフード連合としての情報の一元化をはかるとともに、状況に応じて連合や民主党、関係省庁への要請行動等を含めた具体的な対策等を検討するため「口蹄疫問題対策本部」を立ち上げるとともに、緊急のカンパ活動に取り組むことを決定(フード連合発09第13号(6月18日発)：「第８回中央執行委員会報告」を参照)しました。

ついては緊急な取り組みではありますが、中央執行委員会の決定に基づいて、下記のとおり、カンパ活動に取り組んでいいただくことを要請します。
記
１．名　称
フード連合・口蹄疫被害に対するカンパ活動
２．活動の趣旨とカンパ金の使途
(1) すでに独自のカンパ・義援金活動を取り組んでいる単組や地方連合会等の取り組みに協力している単組もありますが、まだ取り組んでいない単組を中心に、フード連合として産別独自のカンパ活動に取り組み、加盟単組等を支援します。
(2) カンパ金の使途については、口蹄疫被害を受けているフード連合加盟単組に配分することを基本とします。また、今後の口蹄疫の被害状況の拡大や推移等を踏まえて、優先順位をつけながら活用することも検討します。

(3) 具体的な配分に当たっては中央執行委員会の了解を得て、決定します。また、緊急な対応が必要になった場合は、本部の判断で支出後、中央執行委員会に報告して了解を得ます。
３．取り組み期間と集約日
(1) 第１次集約日：７月末

(2) 最終集約日　：８月末

４．カンパ金の納入先
中央労働金庫 渋谷支店(普通) 8359278 (名義：フード連合カンパ会計)

―以　上―
